
中小企業地域資源
活用促進法に基づく

が応援するふるさと名物
北海道 泊村

積丹半島を巡る新たな観光ルート

“泊村マリン・エコツーリズム”
開拓応援宣言！



北海道 泊村

地域の
プロフィール

泊村は北海道の日本海側中部、積丹半島西
岸に位置する泊村は、面積82.35k㎡、人口約
1,700人の古くから漁業が盛んな村です。

村内には、家族で楽しめる砂浜地の海水浴場から磯釣りやダ
イビングが楽しめる岩礁域まで風光明媚で多様な海岸線があり
ます。特にニセコ積丹小樽海岸国定公園の入口にある盃海水浴
場は、アイヌ伝説と鰊漁場跡の風情を残す弁天島や盃温泉郷、
盃野営場など多くの観光資源に囲まれています。
泊村では、この多様な海岸地形を観光資源と位置づけ、観光

・産業・環境・文化活動等の取り組みを総合的に進め、魅力あ
る村づくりに取組んで参ります。

また、道内官営最古の茅沼炭鉱と泊原子力発電所の所在地で、
昔から“エネルギーのふるさと”として国内・道内の産業の発展
に寄与しています。



｢積丹半島の海岸景観｣
ニセコ積丹小樽海岸国定公園と鰊漁遺構

・積丹半島と神威岬

◆盃海水浴場と弁天島
“ニセコ積丹小樽海岸国定公園” の積丹半島、泊村の“盃海水浴場” とその代表的な景勝地“弁天
島”は夏の人気観光スポット。トイレとシャワーも完備し、ご家族での磯遊びや磯釣り、シーカ
ヤック、ダイビングなどのマリンアクティビティが揃います。茂岩川の渓流も楽しめる“盃野営
場”も近く、盛り沢山のアウトドアメニューが楽しめます。

地域資源の内容

主な地域資源

このアイヌ伝説が残る“弁天島”は、実は明治期に
栄えた鰊漁の遺構。村内には、小さなお子さんを
連れて楽しめる砂浜の“堀株海水浴場”もあり、魅
力的な海岸地形を背景に様々なアクティビティや
温泉、歴史に触れることができます。



ふるさと名物の内容

積丹半島を巡る
泊村マリン・エコツーリズム
◆ 積丹半島の海洋・自然・景観を活用
した着地型新観光ルートの開拓と展開

• 急峻で多様な海岸景観と積丹ブルーの海
が織りなす“ニセコ積丹小樽海岸国定公
園”。その西の玄関口にある泊村では、
海水浴や磯遊びの他、磯釣り、シーカ
ヤック、ダイビングなどのマリンアク
ティビティが楽しめます。また、盃温泉
郷や通年で利用できる屋内アイスリンク
なども利用できます。

• 積丹半島の入口として、泊村の魅力ある海洋・自然・景観を活用し、
また、岩宇地域の観光資源と有機的に連動する着地型“積丹半島 泊村
マリン・エコツーリズム”の展開を応援していきます。

 “岩宇地域”とは、積丹半島西岸の岩内郡（岩内町・共和町）と古宇郡（泊村・神恵内村）の
地域の総称

ふるさと名物



ふるさと名物の内容

◆盃温泉郷
盃海水浴場に隣接する“盃温泉郷”の特徴は何と言ってもマリンビュー。ア
ウトドアアクティビティを楽しんだ後の極上の癒し“天然温泉” と地元の
“海の幸”をお楽しみ頂けます。

◆鰊御殿とまり
明治期に栄えた北海道の“鰊漁”。その鰊粕は金肥として
本州の綿花栽培などの産業を支えました。泊村と神恵内
村の“古宇場所”には多くの漁場が集中していました。
“鰊御殿とまり”は豊富な展示物で往時の網元の栄華を彷
彿させ、袋澗遺構および北海道で官営最古の“茅沼炭鉱”
の様子をご紹介しています。

ふるさと名物

積丹半島を巡る
泊村マリン・エコツーリズム



ふるさと名物の内容

◆鰊漁場遺構“袋澗跡”
積丹半島には約100箇所の鰊漁場“袋澗”があり、“古宇

場所”であった泊村と神恵内村にはその8割が集中してい
ました。泊村の海岸線からは“袋澗跡” や木杭跡などの鰊
漁の名残を至る所で見ることができます。

◆茅沼炭鉱跡
鰊漁師が発見し、明治期に国内の産業を支えた北海道内官

営最古の“茅沼炭鉱”跡。明治5年の新橋‐横浜間の鉄道開通に
先立ち、明治2年に国内で最初に鉄軌道（トロッコ）が開通し
たことで知られています。現在ではズリ山跡や墓碑など往時
の伺える遺構に触れることができます。

ふるさと名物

積丹半島を巡る
泊村マリン・エコツーリズム



夏だけじゃない！泊村の魅力
インドア・アウトドア アクティビティ

ふるさと名物の内容

◆とまりカブトラインパーク
（パークゴルフ場）
日本海が一望で開放感いっぱいの18ホールでプ

レーできます。バーベキューコーナーやテニスコート
も併設し、ご家族でも楽しめます。

◆泊村アイスセンター「とまリンク」
後志管内唯一の年間を通してスケートが楽しめる、

国際アイスホッケー連盟基準の屋内アイスリンク。
体育館とトレーニングルームを併設し、合宿地とし
ても人気で、スケート靴のレンタルもできます。

その他



◆ 地域のちからプロジェクト
（岩宇地域：経済産業省委託事業）

・ コミュニティプラットフォーム強化
産官による岩宇地域活性化の協議体運営（Gan‐wu Café）

・ 新商品サービス開発支援

ふるさと名物に関連する取り組み

独自の支援策

地域との連携

岩宇まちづくり連携事業（北海道補助事業）

・広域観光（岩宇DMO構築、外国人モニターツアー他）
・地場産品の開発、販売
・人材育成（岩宇子供交流プログラム）

地元小中学生による岩宇体験・交流プログラム

◆ 泊村企業振興促進条例
・基盤整備費･建設費･設備費の助成
・固定資産税の減免
泊村中小企業振興資金利子補給条例
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